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1.緒 言

斎 藤 由紀子

界 面 活性 剤 水 溶 液 中 で の油 ヨゴ レの安 定性 を研 究す る手 は じめ と して、 油 状物

質 の界 面活 性 剤水 溶液 中 で の乳 化 の状 態 とそ の安 定性 を観 察 した。

エ マ ル シ ・ンの生 成方法1)、 エ マ ル シ ョンの安定 度 の測定 方法2)-3)に は

各 種 あ り、 又 エ マル シ ョンの安 定 性 に関 す る報 文4)e)も 多数 報 告 され てい る

が、 今 回の実 験 で は界面 活性 剤(エ マル シ ョ ンの安 定剤 と して)、 油状 物 質(分

散 相 と して)、 温度(エ マ ル シ ョン作 成時 の)を 変 化 させ、 最 も簡 単 な垂 直振 と

う法 に よリエ マ ル シ ョンを生成 し、 時 間経 過 に よるエ マ ル シ 。ンの状態 変 化 とそ

の安 定 性 を特 に ク リー ミン グの現 象 で外観 的 に観 察 した。

2.実 験 方 法

2-1試 料

2-1-1界 面 活 性 剤

(1)ド デ シル硫酸 ナ ト リウム(化 学 用 試 薬、 以 後SDSと す る)

(2)リ ニア アル キル ベ ンゼ ンス ル ホ ン酸 ナ ト リウム(活 性 分43.5%水 分56.5%

ラ イン油脂K・K以 後LASと す る)

2-1-2油 状 物質

(1)オ レイ ン酸(試 薬一 級)

(2)流 動 パ ラフ ィン(試 薬 一 級)

(3)オ レイ ン酸 ・流 動 パ ラ フ ィ ン1:1の 混 合 物(以 後 混 合 油 とす るり

エ マル シ ョンの状 態 の観 察 を しや す くす る為 、 油状 物 質10ジ に対 し油 溶 染 料

pilRed(SudanN,C・1・26105)を0・00159加 え、 着 色 さ せ る。

2-2乳 化方 法

エ マル シ ・ンの生 成 には 垂 直型 振 と う法 を使 用 した7)0界 面 活 性 剤 水溶 液10

祕 を共栓 付 試験 管(内 径16.5㎝)に 採 取 し、 恒温 槽 に入 れ、 所 定 の温 度 に した

後 油 状物 質 を滴 下 し、5秒 間 に10回 上 下 に約15α πの幅 で はげ し く振 りまぜ、

5秒 間龍 す 噸 程 を6酌 返 しエマ・レシ ・ンを生成 した後・所定の"同 一
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温 度 で恒温 槽 内 に て保 持 す る。

2-3エ マ ル シ ョ ン安 定性 の観 察

エ マル シ ョンを生 成 した後 、 所 定 時 間、 所 定 温 度 で保 持 し、 所定 時 闘経 過 後 の

エ マル シ ョンの様 子 を特 に油 濃 度 とク リー ミングの 関係(ク リー ミン グの現 象 と

そ の層 の厚 み)を 中心 に、 外 観 的 に観 察 した。

2-4実 験 条 件

界 面活 性 剤 水 溶 液濃 度1×10-2mol/1

油濃 度0.1～5%(Vo1.%)間10段 階

(界 面 活 性 剤 水 溶液10祕 に 対 し、 油状 物 質0.01、0.02、o.04、

0.06丶(1.08、0.10丶0.20、0.30、0.40丶0.50m2)

保 持 温度20士1、30士1、40士1℃

保持 時 闘5、20分 、1、2、4、6時 間

(エ マ ル シ ・ン生 成時 の温 度 は保 持 温 度 と同 一 で あ る)

3.実 験 結 果 と考 察

本 実 験 の垂 直 型 振 と う法 に よ り生 成 した エ マル シ 。ンの時 間経 過 に よる状態 は

図 一1に 示 す よ うに、4つ の型 に 分 け る こ とが 出 来 る。

図 一1エ マ ル シ ョ ン の 外 観

外 観clear cloudyEmulsionEmulision

油濃度
小 大

分散 相 で ある油 の濃度 の低 い方 が ク リー ミン グ(こ こで い う 「ク リー ミン グ」

とは 、 分散 され た油 の粒 子 が す べ て水 面 に浮 上集 合 して しま うので は な く、 外 観
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的 に は 溶液 全 体 は、 乳 白色 を呈 し、 分散 され た油 粒 子 の あ る量 が 水 面 に浮 上 集合

す る状 態 で あ る。 この よ うに水 面 に浮 上 集 合 した 分散 油粒 子 の層 を今 後丶 浮 上油

粒 子 層 と呼 ぶ)を 起 こさず、 エ マ ル シ ョ ンの安 定 性 は大 きい。界 面活 性 剤 水 溶液

に油 を滴 下 し、 振 と うした 場 合、 油 の量 が 少 な く,液 は透 明(図 一1中 のa)あ

る いは 灰 色 や や透 明,や や灰 色 に うす く濁 って い る程 度 の もの(図 一1中 のb)

は エ マ ル シ ョン生 成 後6時 間 経 過 して もク リー ミン グは起 こ らな い。 これ は エ マ

ル シ ョンが可 溶 型 あるいは そ れ に近 い状 態 とな っ て いる為 と思 われ る。 しか し、

油 量 が 多 くな り振 と うに よ り完 全 に乳 自色 状 態 を示 す もの は エ マル シ ョン生 成 直

後 か らク リー ミン グを起 こす もの も出て来 て、 保持 時 間 が長 くな る につ れ て、 ク

リー ミング に よ の上 層 に 出来 る浮 上 油粒 子 層 の量 が増 加 して くる。 しか し生 成 さ

れ た浮 上 油 粒子 層 も油 濃 度 が低 い場 合 には丶 それ 等 油粒 子 は すべ て振 と うに よ 珍

起 きた 泡沫 の膜 に 吸引 され て しま う(図 一1中 のc)。 しか し油濃 度 が高 く浮 上

油粒 子 層が 厚 くな る と、 一 部 は 泡 の膜 に吸引 さ れ るが吸 引 され切 れ な い もの は エ

マ ル シ ョン上 部m存 す る(図 一1中 のd)。

図 一1中 のdの よ うに油 濃 度 が 高 く、 浮 上 油 粒子 層 の厚 い ものは そ の層 が 二段

に分 か れ て い る。 本実 験 で は エ マル シ 。ンの状 態 を外観 的 に見 安 くす る為 、 油状

物 質 をpilRedで 着 色 した ので,・1中 のc、dの 外観 は、 全 体 が 白味 の あ

る桃 色 で あ り、 浮 上 油粒 子 層 は エマ ル シ ・ン よ りさ らに濃 い桃 色 を呈 し,dの 場

合 の よ うに 層 が二 層 に 分か れ てhる 場 合 上部 が 濃 い 桃色 、 下 部 が桃 色 味 の あ る 白

色 で あ る。 この状 態 か ら本 実 験 で使用 した 界 面 活 性 剤 水溶液 濃 度 に 澄 いて は 、10

祕 中 で均 一 に 分散 で き る油 の量 には 限界 が あ り、 そ れ以 上 の量 は細 か い粒子 に分

散 され るが エマ ル シ ョ ン中に安 定 に浮遊 で きず 、 水面 に浮 上 す る。 しか しそ れ ら

浮 上 した油 粒子 は24時 間経 て も合 一 す る様子 は 見 受 け られ な い。

今 回使 用 した 油状 物質3種 、 界 面 活性 剤2種 、 さ らに エ マル シ ョン保 持 温 度 を

3段 階 変 化 させ た場 合 の エ マル シ ョンの保 持 時 間経 過後 の状 態変 化 を以 下5項 目

に ま とめ た。

1.エ マ ル シ ョン生 成 直 後(5分 後)か ら6時 間経 過 後 ま で外観 的 に溶 液 の状

態 に ほ とん ど変 化 が現 わ れ ない と見 受 け られ る油 量 と、 溶 液 の状 態 を表 一1に 示

す(油 粒 子 の浮 上 も起 きず、 泡 の膜 に も油粒 子 が藪 引 され ない と見 られ る もの)。
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表 一1エ マル シ ョンの外観 と油 量

由性物質

活性剤 保痔温
オ レイ ン酸 流 動 パ ラ フ ィン 混 合 油

SDS

20°C Clear・Clear

QO1～QO2

噛
・ClearCloudy

QO1^-QO2

30 ClearG.Clear

QO1～QO2

一 CloudyCloudy

QO1～QO2

40 ClearG.Clear

O.01^.002

一 一

LAS

20 ClearClear

QO1^-QO2

一 一

30 Clear.Clear

OO1002

一 一

40 ClearCloudy

QO1^-002

一 一

(単 位 祕)

Clear… 溶 液 が透 明G・GIear… 灰 色 や や透 明

Cloady… 灰 色 の 淡 い濁 り

一 …溶 液 ,泡 に なん らか の変化 が起 きた

油 量0.01御0.02祕 は活 性 剤 水 溶 液10祕 に対 し0.1～0.2%(Vol%)で

あ る。3種 の油状 物 質 中で もオ レ イ ン酸 は低 い 油濃 度 に 診 い て はか なh長 時 間安

定 な可 溶iの 乳化 系 を示 し、SDS-LAS間 ある い は20～40℃ の温 度変 化

に対 して は さ ほ ど安定 性 に は差 が認 め られ な い ようで あ る。 しか し非 極性 の 流 動

パ ラ フ ィンに つい て は、 エ マル シ ョ ン生 成 直 後 か ら温 度、 活 性 剤 の種 類 に関 係 な

く油 量 の少 な い0.01祕 か ら0.5祕 ま で分 散 され た 油粒 子 の浮 上 が始 ま り、20

分 後 には ほ とん どの 油粒 子 が 水 面 に浮 上 して しま い水 溶 液 は 全 くの透 明 とな る。

っ ま り、 界 面活 性 剤水 溶液 上 に滴 下 さ れ た 油滴 は 、 振 と うと活 性 剤 に より細 い粒

子 に 分散 され るが溶 液 中 に均一 に分 散 して居 れ な いの で あ る。 又 油粒 子 径 もオ レ

イ ン酸 、 混 合 油 の そ れ よ りか な り大 きい。

オ レイ ン酸 ・流 動 パ ラフ ィ ンを1:1の 割 合 で混 合 した混 合 油 は、 流 動 パ ラ フ

ィンが50%含 ま れ て い る に もか か わ らずSDSの20～30℃ に 誇 い ては 可溶

型 に近 い乳 化系 を示 して い るが、 可 溶 化 され る袖 の量 は オ レ イ ン酸 の み の場 合 よ

り少 な く、 又、 温 度 に より影 響 を受 け る よ うで あ る。LASの 場 合 に は可 溶 型 の

乳化 系 を示 さな い。
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以 上 の事 か ら,非 極性 の 油 より極 性 の油 の方 が油 濃度 が低 くけ れ ば可 溶型 の エ

マ ル シ ・ンを生 成 しやす い もの と思 われ る。

2.エ マル シ ョ ン生成 直 後 か ら6時 間経 過後 ま で、 エマ ル シ ョ ン中 の一 部 の分

散 油粒 子 が泡 の膜 に吸引 され る現 象 のみ で、 浮 上 油粒 子 層 は生 成 され な い もの

(エ マル シ ョンは一 応外 観 的 に は安 定 して い る と見 受 け られ るもの)。

結果 を表 一2に 示 す。 表 中 の数 値 は油 量 で あ る。

浮上油粒子層は生成されず,エ マルシヨン中の一部の分散油粒子

が泡の膜に吸引される場合の油量

油状物質

活性剤 保持温度
オ レイ ン酸 流 動 パ ラ フ ィン 混 合 油

SDS

20°C 11 一 Q10

30 oio 喞
U20

4'0 Q2.0 一
010

ZAS

20 Q20 一
11

30 Q10 一 !1・

40 Q10
一

0:1.0

(単 位 祕)

流 動 パ ラフ ィンを除 い た他2種 は、10祕 の 界面 活 性 剤 水 溶i対 して油 量

0.20祕 付 近 まで、 条 件 に よh一 応 安 定 な エ マル シ ョンを生 成 して いる 。 こ の実 験

結 果 か らだ けで は 油状 物 質 の種 類 に対 して活 性 剤 の種 類 、温 度 の効 果 をは っ き り

傾 向ず け て言 うこ とは で きな いが、SDS一 オ レイ ン酸,玉AS一 混 合 油 の 組 合

せ は保 持 温 度 を20℃ か ら40℃ に した方 が よ り多量 の油 を安 定 に 分散 させ る。

又、 特 に興 味 あ る事 は、50%の 流 動 パ ラ フ ィ ンを含 む混 合 油 がSDSに つ い て・

温 度 に よっては,オ レイ ン酸 のみ よ り多量 の油 を安 定 に乳 化 させ る現 象 で あ る。

従 って少 しで も油 の量 を多 く、 安定 な乳 化系 を生 成 す る為 には 油 の種類 に よ り

保 持 温 度、 界面 活性 剤 の 組合 せ を適 当 に 行 わ ね ば な らな い。

分散 油粒 子 が 泡 の膜 へ 吸 引 さ れ る現 象9)は 、 エ マル シ ョンが 可溶 型 で完 全 に

透 明、 あ るい はわ ず か に灰 色 の濁 り程 度 の場 合 に は起 こ らず 、 か な りの濁 りを呈

してい る もの,さ らに完 全 な乳 白色 状 の エマ ル シ ョンを生 成 してい る場 合、 あ る

い は 流動 パ ラ フ ィ ンの よ うに 油量 が 少 な くて も完 全 に ク リー ミング を起 こ して し

ま う場 合 に はす べ て起 る。 本実 験 に診 い て泡 沫 が 振 と うに よ り生 じない とす れ ば

表 中に示 され る油 量 の 段階 で は浮 上 油 粒 子 層 が 生成 され る可 能性 は あ る と思 わ れ

る0

3.エ マ ル シ ・ン生成 直 後 か ら浮 上 油 粒 子 層 を生 成 し始 め る もの。

エ マル シ ョン生 成 直後 か ら分散 油粒 子 の一 部 が 浮上 し始 め、 浮 上 油粒子 層 を形
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成 す る油量 を表 一3に 示す 。

エマルシヨン生成直後から浮上油粒子層を生成し始める場合の油量

油状物質

灘 剤 保持温度
オ レ イ ン酸 流動 パ ラフ ィン 混 合 油

SDS

20°C Q10～ QO1^一 030^一

30 Q50A一 n 050以 上

40 Q40～ // Q20～

LAS

20 0.40^一 QO1～ 020^一

30 Q30～ // Q20～

40 Q30～ // Q30^一

(単 位 祕)

同 一 の油 で あ って も界面 活 性 剤 の種 類 、保 持 温 度 に よhエ マ ル シ ョ ン生 成 直後

か ら浮 上 油粒 子 層 を形 成 させ るに必 要 な油 量 は異 な る こ とが わ か る。 表 中 の数 値

の大 き い もの ほ ど(実 際 に は一 つ前 の段階 の油 濃 度 に な る)少 な くと もエ マ ル シ

ョン生 成 直 後 は 多量 の油 を エ マル シ ・ン中に 均 一 に分 散 させ て い る事 を意 味 す る。

20～40°G間 で は、SDSの 方 が 結 果 が 良 く、 オ レ イ ン酸、 混 合 油 と もに

30°Gで0.50祕 あ るい はそ れ以 上 を示 し温 度 に対 して同一 効 果 を示 して い る。 こ

こで も混合 油が オ レ イ ン酸 のみ の もの と同 じ よ うな安 定性 を示 す の は興 味 あ る事

で ある。LASSつ い て はSDSほ ど温 度 に対 す る効 果 が は っ き り現 われ て い な

い が、 オ レイ ン酸 は温 度 の高 い方 が、 混 合油 は 温 度 の低 い方 が 結果 が 良 い様 で あ

るo

こ の最 後 の浮 上 油粒子 層 形 成 と 「通 常温 度 を上 昇 させ た方 が 乳化 を容 易にする1⑨」

とい う現 象 は結 び つ け て考 え られ る と思 う。 温 度 を上昇 させ た方 が一 定 量 の連 続

相 に よh多 量 の分散 相 を安 定 に分散 させ る こ とが で きる とい う ことで,温 度 を上

昇 さ せ る と浮 上 油粒 子 層 を形 成 し始 め るに は低 い温 度 の時 より も、 多 くの 油 が必

要 に な る。 従 って 表 中 の数 値 の ように同 一 の 油 で も温 度 に より差 が 出 るの だ と思

われ る0

4.エ マル シ ・ン生 成後6時 間経 過後 に 澄け るエ マル シ ョンの状 態

エ マル シ ョン生 成 後6時 間 目に診 いて、 種 々 の条 件 に よ り浮 上 油 粒 子 層 が どの

程 度 出来 てい るか 表 一4に 示 した。 参 考 に 泡沫 層 の高 さ も記 載 した。(エ マ ル シ

ョ ン生成 後 か ら4時 間経 過 の 間 に は浮 上 油粒 子 層 が 形 成 さ れ て も泡 の膜 に 吸引 さ

れ、6時 間 目には 層 が 消失 して い る場 合 は非 常 に多 い。)

表 中 の単 位 祕 は 油 の量 、mmは 浮 上 油粒 子 層 の厚 み、 ㎝ は 泡沫 の高 さ で あ る・
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エマルシヨン生成後6時 間経過後のエマルシヨンの状態

欒 物質
オ レ イ ン 酸1瀬 パ ラフ ィ ン 混 合 油

SDS

20 α40祕 以 上01mm

3侃 以 上

Q20祕 以 上Q1～Q2π π

3㎝ 以 上

03(翅 以 上005～pZmm

3俄 以 上

30 Q30m.8以 上Q1～Q2π π

2～3侃

α20祕 以上Q1～03π π

2磁 前 後

α30齠 以 上Q2笳 π

3侃 以 上

40 α30祕 以 上Q1～Q2mm

・-2㎝(Q3m2以 上 はほ とん どな い)

020以 上Q1～Q3覦

Q5侃 前後

Q20祕 以 上QO5～Q3飆

Q5α π前 後

LAS

[

20 Q40m,2以 上 、α2聯

3㎝ 以 上

α20認 以 上Q1～ α3π冗

3απ以 上

ei,以 上Q1～ α3π 彿

3伽 以 上

30 Q30m2以 上Q1～03笏 忽

L5覦 前後

α20祕 以 上Q1～Q3mm

Q5㎝ 前後

Q20祕 以 上Q1～Q2mm

Q8伽

40 Q30m.2以 上Q1～G3笳 π

Q5砲 前 後

QOlm2以 上Q1～Q2π π

泡 はほ とん どない

QOlm2以 上Q1～ α5彿π

泡 は全 くない

例 え ば 「Q40祕 以 上aPπ … 「油 量a40祕 以 上 の もの に α1π πの粒 子 層 が残 存 して 澄 り、

3岬 以 上 」 泡 沫 の高 さは3侃 以 上 ある こ とを意 味 す る。」

浮上油粒子層が エマル ション生成 直後か ら出来始 め、6時 間経過 して も残 存す

る場 合(そ の間勿論泡の膜 に吸引される油粒 子は ある)、 その層 の厚みは次m

増加す る。 つま り油粒子はそ の間浮上 し続け るのである。 エマル ションは一見均
一な乳化状態 を呈 している様であるが均一ではないので ある

。表 の数 値か ら、6

時間後 に黔ける浮上油粒子層の存 在は温度 の上昇 に伴 いオ レイン酸、 混合油に診

いて油量 の低濃度側に移 ってい る ことがわか る(層 の厚みには あま り変化はない

ようである)。 つ ま り、 エマルシ ョンを長 時間保持 させ る場合保持温度の上 昇に

伴 い、 エマル シ ョンの安定性が低 下するので ある。 残存す る浮上油粒子層 の厚 み

と油量 との関係 は、水面上 に存在す る泡沫 の量 とも関係が ある。SDS、LAS

共 に20℃ では泡沫 の高さが3α 似 上存在 してい るが温度が高 くな ると,そ の高

さは減少 し、SDSで は40℃ 、LASで は30℃ か ら急 に減少 している。全体

的 に泡沫層の高さが低 くな り泡沫の量 が減少す る。 泡沫 の減少は泡膜液の流下 を

伴 うので泡の膜 に吸引 され ていた油粒子 も流下 し、 エマル ション表面 に存在す る

少量 の泡沫の膜 に密につめ込 まれ ることとな り、泡の膜はその為に厚みを増 し、

泡の膜 とい うより油粒子のつめ込まれた帯が張 りめ ぐらされてい る状態 となる。

この ような状態であって も 「泡沫はまだ存在 している。 」 と認 め、一応浮 上油粒
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子 層.とは別 とみ な した の で、 泡 沫 の量 は減 少 した が、 層 の厚 み は 泡沫 が 多量 に 存

在 して い る時 とさほ ど変 わ らない の で ある。 しか し、 流 動 パ ラフ ィン、 混 合油 の

LAS40℃ で は油量0.01祕 か ら泡沫 が ほ とん ど消失 して しま って い るか、 全

く消 失 して い る状 態 で ある為 、 浮 上 油粒 子 層 もo.01祕 か ら存 在 す る。 両者 の油

で は、 エ マ ルシ ョン生 成後6時 間 の間 に 泡沫 が消 失 し、 泡 の膜 に吸 引 され て い た

油 粒 子 が す べ て エマ ル シ ・ンの表 面 上 に 流 下 して しま った ので あ る。 今 回 の実 験

観 察 の 目的 は 「泡 沫 」 で はな い の で、 こ こで は これ以 上 触 れ な い事 にす るが非 常

に興 味 の あ る問 題 で ある と思 わ れ る。

5.エ マ ル シ ・ン生成 後、 保 持 中に浮 上 油粒 子 層 は形 成 され るが、 そ れ等 す べ

て泡 の膜 に 吸引 され6時 間後 には 全 く消失 して しま った もの。

結果 を表 一5に 示 す。 表 中 の数 値 は 油 の量 祕 で あ り()内 の数 値 は保 持 時 間分

min.時 間hr.で あ る。

エマルシヨン生成後6時 間の浮上油粒子層の形成 と消失の状態

油性物質

活性剤 保持温度
オ レ イ ン 酸 流動 パ ラフ ィン 混 合 油

20°C 0.10^-020mB 0.01^-0.08 0.20

(5min,一 一>20min.

5min.→1hr)

(5min,→1hr.

5min厂 ・4hr)
(20minρ1hr.)

SDS 30 RO1^-0.10
一

(5min.→2hr.

一

5min厂 ・4hr)

40 0.01^-010
一

(5min.→1hr.

一

5minρ2hr)

20 QO1～a10 Q10
鴨心

(5minρ2hr.

5minρ6hr)
(20n7in.→1hr.)

LAS 30 020 0.01^-010 o.08～010

(20min.→1hr.)
(5minρ ・2hr.

5minρ4hr)

(20min.一 一>1hr.

20min.‐>1hr.)

40 0.2p
一 一

(20minρ1h並)

例 え ば 「0.10～0.20m8

(5min→20min.

5min→1hr,)」

「0.10π4か ら0.2pm2の ものが こ,の条 件 に 合 い、

油 量0.10祕 では5分 後 に は層 が形 成 され て 診 り、

20分 後 に は 消失 、3zo.20祕 では5分 後 に は層

が形 成 され て診 り、1時 間 後 に は消失 して い る

こ とを意 味 す る。」

エ マ ル シ ョン生 成 直後 か ら浮 上 油粒 子 層 を形 成 し始 め て も,層 の きわ めて うす
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0

い もの は20分 後 には 消失 してい る。 オ レ イ ン酸、 混合 油 の場 合 は
、 油量0.10

～0 .20祕 の範 囲 で起 り、 層 が 形 成 さ れ て も20分 後 あ るい は1時 間 後 に は 消失

して い る・ 流動 パ ラフ ィンの場 合 は活 性 剤 の種 類、 保 持 温 度 に関 係 な く0 .01～

0.02祕 の範 囲 で起 り、 層 の厚 み が大 きい 為 消失 す る のに オ レ イ ン酸 、 混 合 油 よ

り時 間 を要 す る。 一定 量 の 泡 の膜 が 吸 引 で きる 油 の量 には限 界 が あ る と思 わ れ る。

従 っ て形 成 さ れ た浮 上 油粒 子 層 がす べ て吸 引 され た後、 さ らに層 が形 成 され な け

れ ば エ マル シ ョ ンは安 定 してい る もの と考 え て よい と思 う6従 って オ レイ ン酸 の

エ マル シ ョンは、 混合 油 の もの よh油 量 の 多 い
、 しか も速 い時 間 に安 定 な エ マ ル

シ ョ ンにな る と考 え られ る。 この こ と よ り泡 沫 は 、 エ マル シ ョンの安 定 に大 いに

寄 与 して い る もの と思 われ る。

今 回 の実 験 では垂 直型 振 と う法 に よ リエ マル シ ョンを生 成 し、 外 観 的 に エ マル

シ ョンの状 態変 化 を観 察 し、1～5の 項 目に 分 け て検 討 した。 使 用 したSDS
、

LAS共 に水溶 液 濃 度 は1×10-2mol/2で 、 この濃 度 はc.m.c以 上(SDS 、

LASのc.m.c.は 各 々7.2×10-3mol/220°G、L19士0 .01×10-s

m・1〃11))で あ り、 重 量%で は各 々 ・.288%,・.348%と な る。

油 の量 は 試 み に0・01～0.50祕 とい う広範 囲 に したが、 興 味 あ る範 囲 は 浮 上

油 粒 子 層 を形 成 し始 め、 多 様 な 現 象 を起 こす0.03～0・30祕 の範 囲 と思 わ れ る。

生 成 さ れ た エ マル シ ・ンが 外観 的 に観 察 しただ け で安 定 して い る か否 か を 決定

す る こ とは非 常 に むず か しい。 さ らに 起 泡 を伴 う場 合 は一 層 複雑 で ある。 今 回 使

用 した 界面 活 性 剤 と油状物 質 の組 合 せZは 振 と うに よr応 エマル シ ョ ンを 生 成

す る(流 動 パ ラフ ィンの場 合 は エ マル シ ョン とな らな か っ たが)の で、 エマ ル シ

。ンの安 定 性 を 「浮 上 油粒 子 層 の形 成」 とい う観 点 か ら観 察検 討 した
。

振 と うに より界 面 活性 剤 水 溶 液 中で 油状 物質 は細 か い粒子 に 分散 さ せ られ る が、

油量 が多 くなる と界 面活 性 剤 、 油状 物 質 の種 類、 保 持 温mよ り多少 差は あ るが
、

それ 等 分散 した 油粒 子 の ある量 は 安定 に溶 液 中 に滞 ま っ てい る こ とが で きず 、 浮

上 し集 合 す る(合 一 で は な い)。 そ の原 因 の 一 つ と して、 分散 油粒子 径 と粒 度 分

布 が考 え られ る。 油量 が 多 くな り均 一 な粒 子 径 に 油 が分 散 さ れ な い とある一定 の

粒 径 以上 の もの あ るい は以 下 の ものが 浮 上 す る の で はな い か と思 わ れ る。 流 動 パ

ラ フ ィ ンの場 合 は,油 量 が 少 な くと もす べ て 分散 した油粒 子 は浮上 集 合 す る。 そ

の粒 径 が大 きい事 は外 観 的 に も明 白 で ある。 流 動 パ ラ フ ィンに対 す るLAS
、

SDSの 乳 化 能 は・ オ レイ ン酸,混 合 油 に対 す る よ りは るか に劣 って い る事 は確

か で あ る。

今後 の問 題 と して、 これ ら界 面 活 性剤 、 油状 物 質 を使 用 し、 いか な る条 件 下 で

乳 化 を行 えぱ浮 上 油 粒 子 層 の形 成 を阻止 す る こ とがで きるか、 実 験 を進 め た い と
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思 う。
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